
「介護職にわかりやすい認知症の薬について」研修会 アンケート集計結果 

令和 5 年 11 月 30 日（木） 19：00～21：00 

参加者総数 35 名 アンケート回収 35 名 

① （今回の研修をどのようにして知りましたか？） 

職場への案内 16 名 

知人の紹介 5 名 

介護福祉士会からの案内 13 名 

ホームページ  0 名 

その他（無記入） 1 名 

 

② （所属） 

特別養護老人ホーム 9 名 

老人保健施設 0 名 

グループホーム 2 名 

小規模多機能型居宅介護 3 名 

介護療養型医療施設、医療院 4 名 

障害者支援施設 0 名 

訪問介護 2 名 

デイサービス、デイケア 9 名 

病院 1 名 

有料老人ホーム 3 名 

その他（居宅介護支援事業所、無記入） 3 名 

  

③ 本日の公演はいかがでしたか 

大変良かった 18 名 

良かった 11 名 

期待したほどではなかった 1 名 

未記入 5 名 



 

≪感  想≫ 

 分かりやすい話でとても良かった。中山先生がいいです。 

 日頃、服薬介助をしている薬の効果を知ることができ良かった。どの薬を服用してある

入所者様へ視点を向けて新たなアプローチにつなげたい。 

 漢方薬のお話も聞きたかったです。 

 分かりやすかったです。 

 もっと先生のお話を聞きたかったです。 

 中山先生の講義はいつも分かりやすい。薬のことが少し理解できた。 

 薬の詳しい内容や作用を知ることができて、とても勉強になりました。 

 利用者様の処方薬が変更した際などの観察点を学べました。中山医師の講義をもっと受

けたいと思いました。ありがとうございました。 

 薬物治療が極端になりすぎないようにするためには、薬のことをよく知らないと日々の

ケアとの分担（配分）が適切にできないと気づかされました。大変勉強になりました、

ありがとうございました。今後に活かしていこうと思います。 

 大変分かりやすく話をしてくださり参考になりました。 

 とても分かりやすかった。次回、続きを聞きたい。是非、次回も参加したい。 

 今、下関病院に通院されている方に対し、日常の様子を手紙で伝えているが、どういう

内容を伝えたらよいかが分かった。 

 内容は難しい部分もありましたが、大変参考になりました。実際、入所者様が服用して

いる薬の名前もたくさん出て勉強になりました。 

 最後の漢方薬の話も聞きたかったです。薬のことが解りました。 

 時間がなく漢方薬の話が聞きたかったです。残念でした。 

 薬の作用について、正しく理解することが大切だと思いました。 

 難しかったです。 

 前半は難しい専門用語（薬の名前）の説明が多く、短時間では理解しにくいように感じ

ました。後半になり行動理由等について、少し理解できました。 

 詳しくお話をされて大変良かった。 

 併用してはいけない薬が解った。 

 時間が足りないですよね。難しいですが、納得がいく内容でした。ありがとうございま

した。 

 時間が足りず残念でした。 

 もっと時間があれば聞きたかったです。 

 認知症の薬を使いすぎるとどうなるのかなど、知らないことだらけで勉強になりました。 

 今、服用している薬があり詳しく知ることができ良かった。 

 難しい内容もありましたが、薬は大変興味深い物なので、また講習があればと思います。

時間が足りなかったので、機会があればまた参加したいです。 

 薬のことを詳しく知ることができ良かったです。最後まで聞けなかったのが残念です。 

 薬に対する知識が増えたので良かった。もっと知ろうと思った。 



 難しい。理解できないことが多かった。 

 最新の薬を含め、作用、副作用が具体的でわかりやすかった。働くうえで知識を含め観

察、援助していければと思う。 

 薬に対して学ぶ、いい機会となった。 

 医療用語が多く、言葉ひとつを理解するのが難しかったです。 

④ （今後希望する研修内容） 

 今日の続きの内容を聞きたいと思います。 

 実際の事例をたくさん知りたいです。漢方薬について学びたい。 

 認知症のことは何でも知りたい。対応の仕方や事例などを聞きたい。 

 認知症の方への声掛け方法。家族に対するフォロー、相談など他施設での事例を知りた

い。 

 レクリエーションについて。 

 認知症を抱える本人と、その家族の意向が対立した場合の援助について（事例をもとに）。 

 高齢者の方は不眠の訴えがあるので、睡眠についての研修も聞いてみたい。 

 今回の研修の続きをお願いしたいと思います。 

 介護現場における他職種との関わりについての研修。（Dr、Ns、リハビリ、CM、栄養士等） 

 介護技術の講習。 


